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東邦学園を応援する支援組織「フレンズ・TOHO」
の2024年度定期総会・記念講演会その他関連行事
が６月28日、90名を超す会員の皆様、地域の方々
をお迎えし名古屋東急ホテルで開催されました。
総会に先立つ記念講演会では、早稲田大学人間科
学学術院名誉教授の竹中晃二氏が、「人生100年時
代のメンタルヘルス」をテーマに講演。
続く総会では神野重行会長の議事進行で2023年
度事業報告、決算報告、2024年度事業計画、予算
などが満場一致で承認され、愛知東邦大学鵜飼裕之
学長と東邦高校藤本紀子校長が学園の近況を報告と
滞りなく行われました。
懇親会では加藤明彦副会長のご発声で乾杯。会
の中でTOHOマーチングバンドからの「ローズパ
レード」出場に際してのご協力のお礼と報告がさ

れ、大型スクリーンでそのパレードの様子を動画で
上映。十分な時間ではありませんでしたが、参加者
の皆様は懇親を深めていました。最後に、榊直樹名
誉会長の挨拶で懇親会を終えました。

「フレンズ・TOHO」定期総会開催
早稲田大の竹中晃二名誉教授が「人生100年時代のメンタルヘルス」で記念講演

神野重行会長

ローズパレードお礼と報告する白谷監督

2024年度定期総会
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はじめに

2023年５月に新型コロナウイルスが感染法上５類に
移行し、行動制限などは行われなくなりました。緊急事
態宣言を発してからの間、コロナ禍で全ての人々がこれ
までの生活様式の変容を強いられ、経済、労働、教
育、文化等あらゆる領域が、少しずつですが正常な状
態に戻っていった１年間でした。フレンズ・TOHOの�
活動も1996年「設立趣意書」にある「人と人とのつ
ながりを深めながら『今日を見つめ、明日を語り合う場』
にするために、不十分ではありますが可能な範囲の中
で活動を展開して参りました。
なお、このスペースを使わせていたいただき、「東邦
学園創立100周年記念事業」へのご協力とご助力、ま
た、記念式典へ多くのフレンズ・TOHOの会員の皆
様にご出席いただきましたことについて、心より感謝を
申し上げます。

今期の計画報告について
掲げた計画主旨（○印）は再掲のみとする。実施
項目には★印を付した。

１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
★人々の心に残る普遍的内容・時局のテーマ・講
師による講演会を企画し、会員様の学びの場と
するとともに、広報のツールとして活用する。
①第１回講演会
◎日時：2023年6月23日（金）
◎場所：名古屋東急ホテル
◎講師：前野隆司　氏（慶應義塾大学大学院シ
ステムデザイン・マネジメント研究科教授、
ウェルビーイングリサーチセンター長）
◎演題：「幸せのメカニズム」
前野氏は幸福感とパフォーマンスの関係を
「幸福感の高い社員の創造性は3倍、生産性は
31％、売り上げは37％高く、反対に欠勤率は
41％、離職率は59％少ない」と分析し、企
業を成長させ、企業価値を高めるために「経

営者は社員の幸福感を高める職場環境をつく
ることが大切」と指摘。
その上で、人が幸福感を感じる心的要因を
「やってみよう因子」「ありがとう因子」「なん
とかなる因子」「ありのまま因子」の4つの因
子とし、経営者は社員がこのような気持ちを
持てるよう努めるべきで、「これは教育におい
ても同様」と説き、会場から大きな拍手が送
られました。
②第２回講演会（名刺交換会）
◎日時：2024年2月9日（金）
◎場所：名古屋ガーデンパレス
◎講師：木下晴弘　氏（株式会社アビリティト
レーニング代表取締役）
◎演題：「突き抜けた成果を上げる組織を創るた
めに全員が知っておきたい5つの法則」
木下氏の講演は、昨年度の名刺交換会に引き
続き2回目の講演となりました。「相対と絶
対の二軸で楽しみながら成長し成果を出す組
織」でしめくくり、組織を成長させる５つの
法則を、心揺さぶるオリジナル動画とともに
語ってくださいました。

⑵研修・講座企画
○会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会
とするとともに交流の場としても重視する。
また、より多くの会員や地域の皆さんに参加
していただくために、年間計画を立てて準備
を進める。

　①自然と親しむ会　

2023年度フレンズ･TOHO「事業報告」

前野隆司氏（2023年度定期総会記念講演会）
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○四季や自然を楽しむ日帰り小旅行を企画・開
催する。

　②法人会員様向け特別講座
○大学の各学部の知的財産を活用する講座開講
を模索する。

　③個人会員・家族向け講座、地域向け講座
会員が家族参加できる企画・講座や学園施設
を有効利用しての開講を追求する。
地域住民の方々や会員の皆様に学園への理解
をより深めていただくために、高大の学園の
特色を生かした講座開講を追求する。
地域住民の方を講師に招いた講座開講を検討
する。

　④その他
○法人会員様あるいは高大の専門性を活かした
「一日研修」企画を検討する。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会等
★法人会員様同士が名刺交換を通じてビジネス
の場を拡大する機会とするとともに、法人向
け「講演」をセットで企画する。
　2024年2月9日34法人・71名様のご参加を
得て当初の目的を果たすことができたものと
考えております。１．（1）②第2回講演会参
照。

⑵その他
○会員様同士や地域の方々との交流を深められ
る企画を検討し、事務局判断で随時開催する。

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
○大学と連携し、法人会員の皆様に、学内企業
展への参加、インターンシップ受け入れに対
する協力依頼等の橋渡しをさせていただく。

⑵大学・高校の各クラブ等への激励と支援
★大学・高校のクラブ活動等を支援するため、全
国大会に出場するクラブ等に対して、激励金を
支給する。
　高校：高校ダンス部・吹奏楽部・サッカー部・
硬式野球部・情報処理部・空手道部に激励金
を支給しました。

　大学：男子サッカー部昇格奨励・フィギュアス
ケート全国大会出場に激励金を支給しました。

⑶高校、中学生対象「英語プレゼンテーションコン
テスト」、「教育と探求社」主催「クエストカッ
プ」全国大会出場への支援
★高校等で開催される中学生対象の「英語プレ
ゼンテーションコンテスト」に協賛し、援助
金を支給する。
　「英語プレゼンテーションコンテスト」は
2023年10月29日26中学校・51名の参加を
得て実施。激励金を支給しました。

⑷「納涼音楽祭」「なつまつり」等地域貢献事業へ
の協賛
★法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の
貸し出し、協賛金などへの協力をお願いし、
音楽祭の充実に貢献する。
　マーチングバンドによる「納涼音楽祭」、大学
女子サッカー部のリードによる日進グランド
での「なつまつり」に協賛団体として協力し
て参りました。この「なつまつり」は初回と
はいえ400名の参加を得て地域貢献の新しい
息吹を感じるものであったと思います。

⑸ 「奨学金基金」の運用
★コロナ禍、家計急変による学業継続に困窮する
東邦高校生・愛知東邦大学生を対象に「奨学金
基金」の運用・実施をすすめてきた。「奨学金
基金」積み立てを継続的に予算に繰り入れる。
　予定通り、例年と同額の基金を積み立てまし
た。

⑹その他
★大学・高校のその他の教育活動に対して後援・
支援する。
　産学連携プロジェクト型授業の紹介、協力を
行って参りました。今期は宮本佳範ゼミが取
り組んだ「産学連携ツアー」の紹介と今後の
大学における産学連携協定への協力依頼を行
いました。
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４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴会報「みどりの風」の 発行
★55号の発行を8月、56号の発行を2月に予定
する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が楽し
みにする紙面づくりの工夫をする。また、会報
誌に会員広告を掲載することにより、広報の機
会を提供する。
　予定通り講演内容の記事を中心として発行。ご
投稿もいただき充実を図って参りました。今年
度は、創立100周年記念式典での榊理事長、
鵜飼学長、藤本校長の三先生方のご挨拶文を
掲載させていただいております。また、協賛広
告に対しご支援いただき感謝申し上げます。

⑵会員名簿の発行
★原則5月あるいは総会開催時発行とする。　　
予定通り発行、お届けすることができました。

⑶ HP の充実
★HPを定期的に更新し、充実を図る。
　不十分ながらHPを活用しweb 配信・ご連
絡等行って参りました。

５．会員拡大に取り組む

★独自のリーフレットを作成し適宜フレンズ・
TOHOの広報・加入促進等に努める。
　大学・高校に担当者を配置し「声がけ」を行う。
　法人会員様への入会を積極的に働きかけ、法
人会員4社、個人会員4名の入会を得ること
ができました。

６．組織体制・事務局の改善に努める

○安定的な役員体制の整備に努める。
○事務局体制の見直しを図る。

７．その他

★東邦学園100周年にあたり、その広報、協賛
等の仲立ちの役割を担いました。
　多くの会員の方のご助力に心より感謝申し上
げます。

以上　
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収
入
の
部

項　　　目 予　算 決　算 差　異 備　考
①前期繰越金 2,267,023 2,267,023 0
②年会費 法人会員 2,540,000 2,120,000 420,000 予算 127 社　決算 106 社
　　〃 個人会員 650,000 620,000 30,000 予算 130 名　決算 124 名
③入会金 法人会員 50,000 40,000 10,000 予算 5社　決算 4社
　　〃 個人会員 30,000 9,000 21,000 予算 10名　決算 3名
④広告収入 みどりの風 55号・56号分 700,000 645,000 55,000
⑤受取利息 100 21 79 普通預金・定期預金
⑥寄付金 10,000 60,000 ▲ 50,000

合　　　計 6,247,123 5,761,044 486,079

支
出
の
部

項　　　目 予　算 決　算 差　異 備　考
①事業費 講演料・研修・親睦活動 1,700,000 1,330,235 369,765
　　〃 学園活動支援金 500,000 0 500,000
　　〃 その他（援助金・祝金等） 330,000 240,000 90,000
　　〃 総会・懇親会・名刺交換会 1,500,000 1,158,026 341,974
②会議費 運営委員会・役員会等 100,000 127,660 ▲ 27,660
③印刷費 会報誌 380,000 355,400 24,600
　　〃 名簿作成費 85,000 93,170 ▲ 8,170
　　〃 封筒・振込用紙等 50,000 60,280 ▲ 10,280

④通信費 会報誌発送・web メンテナ
ンス 250,000 163,024 86,976

⑤事務費 事務費・交通費・手数料等 30,000 45,087 ▲ 15,087
⑥予備費 甲子園出場時援助金 200,000 0 200,000
⑦設立 30年記念事業積立金 200,000 200,000 0
⑧奨学基金積立金 300,000 300,000 0
⑨次期繰越金 622,123 1,688,162 ▲ 1,066,039

合　　　計 6,247,123 5,761,044 486,079

2023 年度　フレンズ・TOHO　収支報告書
2023 年 4 月 1 日から
2024 年 3 月 31 日まで （単位：円）

記念事業積立金残高
※奨学金基金積立預金残高
次期繰越金

合　　計

1,600,245
900,389

0
2,500,634

郵貯銀行
三菱UFJ 銀行（定期）
豊田信用金庫（普通）
三菱UFJ 銀行（普通）
三井住友銀行（普通）
現金

合　　計

525,196
1,400,245
600,389
300,001
1,337,862
25,103

4,188,796
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はじめに

2023年度は「東邦学園創立100周年」を多くの会
員の皆さまに祝っていただきました。本年より、ま
た新たな100年の始まりとなります。2025年度よ
り愛知東邦大学は、経営学部に「ビジネス学科」と
「コミュニケーション・デザイン学科」が新設され
ます。また、東邦高校には「世界探究科」が新設さ
れます。今年度は大学・高校ともに新学科設置に向
けて、新たな取り組みを始めるための準備の１年と
なります。フレンズ・TOHOは、学園の取り組み・
挑戦をさらに一層支え、連携すると同時に、地域と
の連携を広げ深められるよう取り組んで参ります。

１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
人々の心に残る普遍的内容・時局のテーマ・
講師による講演会を企画し、会員様の学びの
場とするとともに、広報のツールとして活用
する。

　①第1回講演会（定期総会）
日時：2024年6月28日（金）
　　　  13：30～15：00
　場所：名古屋東急ホテル
講師：竹中晃二　氏
演題：「人生100年時代のメンタルヘルス」

　②第2回講演会
愛知東邦大学地域創造研究所等との共催で講
演会開催を検討する。

　③第３回講演会（名刺交換会）
2月頃に予定している名刺交換会開催時に、
法人会員様向けの講演会を開催する。
日時：2024年２月14日（予定）

　場所：名古屋ガーデンパレス
講師：候補案　未定
演題：未定
講演終了後、名刺交換会開催予定

⑵ 研修・講座企画
会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会
とするとともに交流の場としても重視する。
また、より多くの会員や地域の皆さんに参加
していただくために、年間計画を立てて準備
を進める。

　①自然と親しむ会　
四季や自然を楽しむ日帰り小旅行を企画・開
催する。

　②法人会員様向け特別講座　　
大学の各学部の知的財産を活用する講座開講
を模索する。

　③個人会員・家族向け講座、地域貢献講座
会員の家族参加もできる企画・講座や学園施
設を有効利用しての開講を追求する。
地域住民の方を講師に招いた講座開講を支援
する。
地域の子育て環境を考え、より豊かにする取

2024年度フレンズ・TOHO「事業計画」

竹中氏　講演会
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り組みを支援する。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会等
法人会員様同士が名刺交換を通じてビジネス
の場を拡大する機会とするとともに、法人向
け「講演会」をセットで企画する。先述の予
定参照。

⑵その他
会員様同士や地域の方々との交流を深められ
る企画を検討し、事務局判断で随時開催する。

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
大学と連携し、法人会員の皆様に、学内企業
展への参加、インターンシップ受け入れに対
する協力依頼等の橋渡しをさせていただく。

⑵大学・高校の各クラブ等への激励と支援
大学・高校のクラブ活動等を支援するため、
全国大会に出場するクラブ等に激励金を支給
する。

⑶高校、中学生対象「英語プレゼンテーションコン
テスト」、「教育と探求社」主催「クエストカッ
プ」全国大会出場への支援
高校で開催される中学生対象「英語プレゼン
テーションコンテスト」に協賛し、援助金を
支給する。
2020年度「クエストカップ」全国大会連続
出場に対し援助を行った。本年度もこの教育
的努力に対し支援する。

⑷「納涼音楽祭」・「なつまつり」等地域貢献事業
への協賛
法人会員様に対し、模擬店などの出店や機材
の貸し出し、多様な協賛などへの協力をお願
いし、「音楽祭」・「日進市制30周年記念『な
つまつり』」の充実に貢献する。

その他学園等の「子育て支援」に関する事業
を支援する。

⑸「奨学金基金」の運用
「奨学金基金」積み立てを継続的に予算に繰
り入れる。

⑹その他
大学・高校その他の教育活動に対して後援・
支援する。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴会報「みどりの風」の 発行
57号の発行を8月、58号の発行を2月に予
定する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が
楽しみにする紙面づくりの工夫をする。また、
会報誌に会員広告を掲載することにより、広
報の機会を提供する。

⑵会員名簿の発行
原則5～6月に発行し、総会時または会報誌
の発送時に配布する。

⑶ HP の充実
HPを定期的に更新し、充実を図る。

５．会員拡大に取り組む

独自のリーフレットを作成し適宜フレンズ・
TOHOの広報・加入促進等に努める。
大学・高校に担当者を配置し個人会員加入を
促す。
後援団体であるOB OG会・保護者父母の団
体へのアプローチを検討する。

６．組織体制・事務局の改善に努める

安定的な役員体制の整備に努める。
事務局体制の見直しを図る。

以上　



☆毎週月曜日は便利な学校出張サービス！

天白店 TEL：052-838-9622
https://www.cliche.cc/

（9）第 57号

収
　
入
　
の
　
部

項　　目 予　算

①前期繰越金 1,688,162

②年会費 　法人会員（128 社× 2万円） 2,560,000

　　〃 　個人会員（134 名× 5千円） 670,000

③入会金 　法人会員（5社× 1万円） 50,000

　　〃 　個人会員（5名× 3千円） 15,000

④広告収入 　みどりの風（57号・58号分） 700,000

⑤受取利息 100

⑥講座・研修参加費 　研修参加費・講座受講料など 10,000

合　　　計 5,693,262

2024 年度　フレンズ・TOHO　事業予算書
2024 年 4 月 1 日から
2025 年 3 月 31 日まで （単位：円）

支
　
出
　
の
　
部

項　　目 予　算

①事業費 　講演料・研修・親睦活動 1,300,000

　　〃 　学園活動支援金 500,000

　　〃 　その他（援助金・祝金等） 250,000

　　〃 　総会・懇親会・名刺交換会 1,200,000

②会議費 　運営委員会・役員会等 100,000

③印刷費 　会報誌 360,000

　　〃 　名簿作成費 90,000

　　〃 　封筒・振込用紙等 60,000

④通信費 　会報発送・webメンテナンス 180,000

⑤事務費 　事務費・交通費・手数料等 30,000

⑥予備費 　甲子園出場時援助金 200,000

⑦設立 30年記念事業積立金 200,000

⑧奨学基金積立金 200,000

⑨次期繰越金 1,023,262

合　　計 5,693,262



（10） 第 57号

　私たちは、岐阜市周辺地域を中心に岐阜県下はも
とより、愛知、三重、の東海三県において事業を展
開しております。
　また、設立当初から、主に住宅設備工事、空調工
事分野において業績を上げてきました。

　こうした中、設立以降の実績を評価され 10年以
上前から岐阜県下においては、三菱電機からの仕入
れ率がトップクラスに躍進。
　施工実績として、

1. 岐阜県立高等学校の空調設備工事
2. IH クッキングヒーター・エコ給湯器・電気床暖
房などの電気設備工事

3. 住宅用をはじめとする太陽光発電システムの設
備工事

4. 蛍光灯・水銀灯から LEDへの更新工事

　など、多数受注しております。

ダイヤオフィスシステム株式会社

有  限  会  社  ト  ラ  イ

安心・信頼・ECO で
明るい未来を創る

私たち有限会社トライは、
住宅設備・空調設備工事、
電気工事・電気設備工事、

管工事、太陽光発電システム等をベースに
省エネ・省コスト提案活動を

展開しております。

空調・電気・衛生　設備工事および省エネル
ギーコンサルティング等の業務のご依頼、ご相
談などお気軽にお問い合わせください。

新規加入法人会員様

新規加入法人会員様



（11）第 57号

碧  海  信  用  金  庫

基本方針
中小企業並びに国民大衆の地域金融機関と
して地域経済振興のため貢献する。

株 式 会 社 ミ サ キ

所在地℡ /Fax　名古屋市中区新栄１丁目 22番 18号
　　　　　　　０５２－２２８－８０３４
　　　　　　　０５２－２２８－８１３４
設立年月日　1971 年６月 23日
代 表 者　加藤清隆
資 本 金　2,304 万円
事 業 内 容　総合建設業・内装工事業
許 可 番 号　一般建設業　第 2230 号
許 可 業 種　建築工事・内装仕上げ工事
主要取引銀行　三菱UFJ 覚王山支店
　　　　　　　名古屋銀行稲永支店
売 上 高　8億 6,000 万（2023 年 5月期　実績）
従 業 員 数　14名
主要取引先　名古屋市
　　　　　　　名古屋市住宅供給公社

碧海信用金庫は地域金融機関として、地域の皆さまからお預かりした大切なご預金を、地域で資金を必要とする
皆さまにご融資させていただくことで、地域の成長・発展、お客さまの繁栄のお役に立ちたいと考えています。

当金庫の概要
創　　　　業　昭和25年10月25日
本店所在地　安城市御幸本町15番1号
理 事 長　深谷　誠 （令和6年6月19日就任）
総 資 産　2兆5,161億円
預　　　　金　2兆2,973億円
貸 出 金　1兆1,961億円
出 資 金　12億8百万円
自己資本比率　15.35％（単体）

店 舗 数　78店舗（うち出張所1ヵ所、インターネット支店1店舗）
駐在員事務所　1ヵ所（バンコク）
店舗外ATMコーナー　52ヵ所（共同ATMコーナー含む）
役 職 員 数　1,214名
長期発行体格付　A+（JCR）

新規加入法人会員様

新規加入法人会員様



（12） 第 57号

誰にでも読みやすいUDフォントを使用しています

P-B10023

編集後記
　今回号には新しく入会されました法人会員様の企業理念等を中心とした頁を特設しています。次回名刺交換会の予定は２
月 14日でございます。よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ）

東邦学園　100周年について思う事
1882年の着工から141年にわたり建設が続くサ
クラダファミリア聖堂。
この聖堂はガウディの時代から変わらぬ信仰の中
心としての役割を担う。
未完の聖堂はガウディーの死後100年の2026年
に完成予定とされていたが、世界的に流行した新型
ウイルスによりさらに工期は遅れた。
建築に携わる人々にとって、建設と常なる修復の
繰り返し。しかし、未完のままと思われていたガウ
ディーの聖家族教会は後10年を待たずしてついに
完成の日を迎える。
2021年12月に聖母マリアの塔の上で大きな星が
設置され、高さ138メートルの聖母マリアの塔は完
成しました。
未完の中の完成を続けるあのサグラダファミリ
ア、学園の歴史とも連なるこの100年先の我らの母
校あるいは我らが母校であってもいずれも東邦ファ

ミリーと連なる所以なのだろう。
ここにガウディーの有名な言葉を紹介したい。
労働者を大切にし、町中の人に見送られて亡く
なったガウディ。彼の言葉は今の私たちに希望を絞
り出す力を与えてくれます。

 「神は完成を急がない。
　諸君、明日はもっといい仕事をしよう。」

-アントニオ・ガウディ（1852-1926）

物事を上手くやるために必要なこと。
第一に愛、第二に技術。
自然界には直線は存在しない。 直線は人間に属す
る。 曲線は神に属する。世の中に新しい創造などな
い。あるのはただ発見である。新しい作品のために
自然の秩序を求める建築家は、神の創造に寄与する。
故に独創とは、創造の起源に還ることである。
今日、目指すは明日へ向けての100年でしょう。
東邦学園100周年誠に、おめでとうございます。

事務局からのお知らせ

2024年度名刺交換会
開催予定

2025年2月14日（金）
於：名古屋ガーデンパレス

見よや我らの
加藤　誠一


